
■窪町小学校 ５年 社会科「米づくりのさかんな地域」 

授業のねらい 

〇米づくりに携わる人々がどのような工夫や努力をして米を生産しているか予想し、 

その予想をもとに学習計画を立て、学習の見通しをもつ。 

タブレット端末活用の工夫／教育データ活用の工夫 

①ムーブノートを活用し、自分が予想される分野ごとのカードを提出する。 

②広場に提出されたカードにコメントを入れて、相互に交流できるようにする。 

③広場で全体共有をし、友達のカードを見たり、キーワード集計で共通項を見出し 

たりして、児童自身で学習計画を立てさせる。 

 

児童の様子 

○予想を考えるという場面なので、主体的に取り組めていた。 

○タブレット端末を操作しながら、近くの児童と話し合いをしたり、カードを見て、交流したりしていた。 

成果 

○多くの意見に触れることができるので、学習計画を立てる際には児童が出てきた意見をもとに、自分たちで学

習計画を立てることができた。 

○電子黒板やタブレット端末を見ながら、意欲的に話し合いを進めることができた。 

課題 

○時間のマネジメントをしっかりしないと時間が足りなくなるので、予め取り組む時間を決めておく。 

○話し合いで出た意見を、教員側が上手く進行する必要がある。 

 


